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ス

ポ

ツ

の

軟

秋
の
風
物
詩

　
青
く
澄
ん
だ
高
い
空
。
　
「
ワ
ァ
ー
ソ
」
と
あ
が
る
歓
声
・
：

十
月
差
ど
こ
も
運
動
会
。

　
二
十
六
日
は
「
老
人
ス
ポ
ー
ソ
大
会
」
、
十
一
月
三
日
は

「
お
か
あ
さ
ん
の
祭
り
大
会
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
年
々
ふ
え
、
四
季
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

競
技
が
催
さ
れ
る
：
柔
道
、
剣
道
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
サ
ソ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
は
、
あ
す
の
健
康
と
明
る
い
心
を
や
し
な
う
。

○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
○

今月の主な内容

殖報

欝欝鄭

2面・3面…9月定例市議会から

　　　　　昭和47年度決算から

4面・5面…グラフで見る決算状況

　　　　法律シリーズ（月賦販売に
　　　　　　　　　ついて）

6面・7面…話題を追って

　　　　市総合文化祭行事日程

　　　　おしらせ

8面…………おしらせ
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昭和48年度一般会計予算

，　　　　…・ぞ臨　ドご・・餅＝●ぜ騒．’ξ4躍

　
昭
和
四
十
八
年
第
四
回
日
向
市
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月
二
十
一
日
に
招
集
さ

れ
ま
し
た
。
　
「
定
例
会
」
と
は
、
　
「
三
月
目
、
　
「
六
月
目
、
　
「
九
月
目
、
そ
れ
に

「
十
二
月
」
に
招
集
さ
れ
る
市
議
会
の
こ
と
。
こ
の
間
に
急
を
要
す
る
事
案
が
あ
っ

て
招
集
さ
れ
る
議
会
は
、
　
「
臨
時
会
」
で
す
。

　
議
会
で
審
議
さ
れ
る
議
案
は
、
議
会
が
招
集
さ
れ
た
日
に
上
提
さ
れ
る
の
が
通
例

で
す
が
、
　
「
定
例
会
」
の
場
合
は
会
期
の
途
中
で
も
上
提
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

九
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
で
二
十
件
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
八

件
が
会
期
の
途
中
に
提
案
さ
れ
て
て
い
ま
す
。
「
臨
時
会
」
で
は
よ
ほ
ど
の
突
発
的

な
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
追
加
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
九
月
定
例
議
会
は
、
十
月
六
日
に
終
了
し
ま
し
た
が
審
議
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
一

　
こ
ん
ど
の
議
会
で
は
、
　
「
昭
和
四
十

七
年
度
の
決
算
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た

市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
が
ど
う
使
わ

れ
た
か
…
…
。
市
の
台
所
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
…
。
別
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
ご

ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
決
算
議
案
の
ほ
か
は
、
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
す
る
委
員
の
人
事
案
件
、

条
例
の
一
部
改
正
、
昭
和
四
十
八
年
度

補
正
予
算
、
大
き
な
工
事
の
請
負
契
約

の
議
案
で
し
た
。

写真は開会中の9月定例市議会

教
育
委
貝
に

　
　
　
　
佐
　
藤

監
査
委
員
に

　
　
　
　
三

正
三

輪
　
賢
一
郎
氏

　
ま
ず
「
人
事
案
件
」
は
二
件
で
、
教

育
委
員
の
佐
藤
正
さ
ん
が
九
月
三
十
日

で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
期
委
員

選
任
の
議
案
で
す
。
審
議
の
す
え
再
度

佐
藤
正
さ
ん
に
っ
と
め
て
い
た
だ
く
た

と
に
な
り
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
昭
和

三
十
四
年
九
月
に
教
育
委
員
に
任
命
さ

れ
、
現
在
教
育
委
員
会
の
委
員
長
を
つ

と
め
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
件
は
、
監
査
委
員
の
選
任
で

す
。
市
の
監
査
委
員
は
二
人
で
す
。
こ

の
二
人
の
監
査
委
員
の
う
ち
議
会
議
員

の
う
ち
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
黒
木
利

一
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
の
で
後
任
の
委

員
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
新
し
く
監
査
委
員
に
前
市
議
会
議

長
の
三
輪
賢
一
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

条
例
改
正
が
二
件

　
条
例
が
「
日
向
都
市
計
画
東
部
第
二

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
と
「
日
向
市
一
般

職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
二
件
。

　
「
都
市
計
画
東
部
第
二
」
の
条
例
は

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事

が
ほ
ぼ
完
了
し
、
清
算
の
段
階
に
は
い

っ
て
い
ま
す
が
換
地
に
よ
っ
て
多
少
の

土
地
の
増
減
が
で
き
ま
す
の
で
受
益
者

の
平
等
を
き
す
る
た
め
、
そ
の
増
減
分

の
面
積
に
応
じ
て
清
算
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
条
例
」
は
、

八
月
、
人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
給
与

を
十
五
、
三
九
夏
引
き
あ
げ
る
よ
う
に

政
府
に
勧
告
し
、
さ
き
の
国
会
で
給
与

関
係
法
律
が
可
決
成
立
し
た
の
で
、
こ

れ
に
準
じ
て
市
の
職
員
の
給
与
を
引
き

あ
げ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
は

三
十
億
七
千
九
百
七
十
万
円

　
昭
和
四
十
八
年
度
日
向
市
一
般
会
計

特
別
会
計
補
正
予
算
、
あ
わ
せ
て
四
件

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
五
千
五
百
六
十
二
万

円
追
加
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
三
十
億
円

を
突
破
し
ま
し
た
。
追
加
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
塩
見
小
学
校
、
平
岩
小
学
校
の

建
設
費
追
加
一
千
七
百
九
十
万
円
、
平

岩
の
御
名
崎
が
鼻
と
幸
脇
の
権
現
崎
の

遊
歩
道
建
設
事
業
費
、
城
山
墓
園
整
備

費
、
清
掃
施
設
建
設
負
担
金
な
ど
で
、
そ

の
ほ
か
は
人
件
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
補
正
は
、
東
部
第
二
土

地
区
画
整
理
事
業
、
曾
根
士
地
区
画
整

理
事
業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
三
会

計
で
す
。

工
事
請
負
契
約

三
工
事
で

一
億
五
千
六
百
九
十
万
円

　
工
事
請
負
契
約
の
議
案
が
三
件
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
件
は
大
王
谷
開
発
計
画
の
一
環
で

あ
る
大
王
谷
運
動
公
園
造
成
工
事
で
、

陸
上
競
技
場
三
万
三
千
六
百
平
方
麿
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
五
千
四
百
平
方
規
、
駐

車
場
二
干
平
方
㍊
を
造
成
し
、
来
年
二

月
に
整
地
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
工
事
費
五
千
三
百
六
十
五

万
円
。

　
つ
ぎ
は
塩
見
小
学
校
危
険
校
舎
改
築

工
事
で
昨
年
度
の
校
舎
建
設
に
引
き
つ

づ
き
、
今
年
度
は
特
別
教
室
管
理
棟
を

建
設
し
ま
す
。
鉄
筋
二
階
建
て
、
五
千

万
円
。
こ
れ
が
で
き
あ
が
る
と
来
年
度

塩
見
小
学
校
は
新
し
い
小
学
校
に
移
転

し
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
件
も
校
舎
建
築
で
、
平
岩
小

学
校
校
舎
の
建
設
で
五
千
二
百
七
十
五

万
円
。
鉄
筋
二
階
建
て
、
普
通
教
室
四

室
、
特
別
教
室
四
室
な
ど
。
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一
－
－
昭
和
四
十
七
年
度
決
算
か
ら
一

※
一
般
会
計
の
概
況

市
の
台
所
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

　
歳
入
　
二
十
七
億
八
千
百
三
十
万
二

千
七
百
七
十
六
円
に
対
し
、
歳
出
二
十

七
億
五
千
六
百
七
十
三
万
五
千
二
百
五

十
七
円
。
差
し
引
き
、
二
千
四
百
五
十

六
万
七
千
五
百
十
九
円
は
、
昭
和
四
十

八
年
度
へ
。
決
算
総
額
は
五
年
前
の
四

十
三
年
度
決
算
に
く
ら
べ
る
と
二
、
五

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
源
別
構
成
を
み
る
と
自
主
財
源
（

市
税
、
財
産
収
入
、
使
用
料
、
寄
附
金

な
ど
）
が
三
十
五
、
一
円
、
依
存
財
源

（
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
な
ど
）
六
十
四
、
九
響
で
、
前
年

に
く
ら
べ
る
と
自
主
財
源
が
四
、
六
欝

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に

く
ら
べ
て
歳
入
の
伸
び
が
歳
出
の
伸
び

を
一
、
○
薪
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
市
の
財
政
運
営

が
す
こ
し
ず
つ
よ
く
な
り
安
定
へ
の
方

向
へ
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

※
歳

入

　
つ
ぎ
に
歳
入
の
う
ち
で
費
目
別
に
、

歳
入
額
の
大
き
い
順
に
内
容
を
み
ま
し

よ
う
。

ω
　
市
税
1
1
七
億
五
千
九
百
四
十
四
万

五
千
七
百
八
円
。
こ
れ
を
市
民
五
万

人
で
割
る
と
一
人
当
り
一
万
四
千
二

百
円
ぐ
ら
い
納
め
た
こ
と
に
な
り
、

　
世
帯
当
り
で
は
五
万
四
千
四
百
円
と

　
な
り
ま
す
。
こ
の
市
税
が
歳
入
総
額

　
に
し
め
る
割
合
は
二
十
七
、
三
響
。

②
　
国
庫
支
出
中
皿
六
二
五
千
五
百
七

　
十
六
万
千
五
百
六
十
円
。
歳
入
総
額

　
申
に
し
め
る
割
合
は
二
十
三
、
六
響

　
前
年
度
よ
り
四
、
四
智
上
昇
し
、
地

　
方
交
付
税
を
ぬ
い
て
歳
入
中
呂
二
位

　
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
市

　
の
事
業
な
ど
に
対
し
、
国
か
ら
支
出

　
さ
れ
る
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
。

㈹
　
地
方
交
付
税
1
1
六
億
二
百
七
十
六

　
万
三
千
円
。
歳
中
総
額
中
に
し
め
る

　
割
合
は
二
十
一
、
七
響
、
前
年
度
に

　
く
ら
べ
て
五
、
三
響
の
低
下
。

ω
　
市
債
臨
三
億
四
千
五
百
七
十
万
円

　
土
木
建
設
事
業
、
学
校
建
設
事
業
な

　
ど
の
事
業
量
の
大
幅
な
伸
び
に
よ
る

　
も
の
で
歳
入
総
額
中
に
し
め
る
割
合

　
は
十
二
、
四
智
。
前
年
度
に
く
ら
べ

　
る
と
四
、
四
響
の
上
昇
。

⑤
　
県
単
出
金
1
1
一
億
四
千
二
百
二
十

　
八
万
二
千
二
百
五
十
四
円
。
歳
入
総

　
額
受
に
し
め
る
割
合
は
五
、
一
芸
。

．
前
年
度
に
く
ら
べ
て
○
、
七
海
の
上

　
昇
。

ω
　
諸
収
入
1
1
九
千
五
百
四
十
四
万
八

　
千
四
百
六
十
九
円
。
歳
入
総
額
中
に

　
し
め
る
割
合
は
三
、
四
十
。
前
年
度

　
に
く
ら
べ
て
○
、
七
響
の
低
下
。

ω
財
産
収
入
1
1
五
千
六
百
十
九
万
七

　
千
二
百
八
十
六
円
。
歳
入
総
額
中
に

　
し
め
る
割
合
は
二
、
○
智
。
前
年
度

　
に
く
ら
べ
て
三
、
三
饗
の
低
下
。

㈹
　
分
担
金
及
び
負
担
金
1
1
五
千
二
百

　
六
十
四
万
二
千
六
百
二
十
八
円
。
歳

　
入
総
額
中
に
し
め
る
割
合
は
一
、
九

　
響
。
前
年
度
に
く
ら
べ
て
○
、
二
響

　
の
上
昇
。

　昭和47年度中にできた主な施設

（写真上から跨練橋、塩見小、武道館）

ω
　
地
方
譲
与
税
臨
三
千
百
九
万
二
千

　
二
百
二
十
二
円
。
歳
入
総
額
中
に
し

　
め
る
割
合
は
一
、
一
響
。
前
年
度
に

　
く
ら
べ
て
○
、
二
智
の
上
昇
。

00

@
自
動
車
取
得
税
交
付
金
1
1
二
千
百

　
六
十
四
万
七
千
円
。

⑤n

@
使
用
料
及
び
手
数
料
1
1
八
百
十
七

　
万
八
千
六
十
二
円
。

働
　
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
H
四

　
百
四
万
七
千
円
。

⑬
　
繰
越
金
⊥
二
百
四
十
八
万
九
百
五

　
＋
一
円
。

血の

@
寄
附
金
1
1
百
四
十
五
万
円
。

㈱
　
繰
入
金
闘
百
十
六
万
六
干
六
百
三

　
十
六
円
。

※
歳

出

　
歳
出
は
、
　
「
消
費
的
経
費
」
、
　
「
投

資
的
経
費
」
、
　
「
そ
の
他
」
の
三
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
消
費
的
経
費
と
は
「

人
件
費
、
扶
助
費
、
物
件
費
、
補
助
費

な
ど
」
が
あ
げ
ら
れ
、
投
資
的
経
費
と

は
「
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事

業
費
、
失
業
対
策
事
業
費
」
、
そ
の
他

は
「
公
債
費
、
積
立
金
、
繰
出
金
、
貸

付
金
な
ど
」
で
す
。
　
そ
の
構
成
は
、

・
消
費
的
経
費
三
十
四
億
五
千
七
百
四

　
十
一
万
八
千
円
（
五
十
二
、
九
智
）
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・
投
資
的
経
費
1
1
十
一
億
五
千
八
百
十

　
四
万
円
（
四
十
二
、
○
響
）

・
そ
の
他
1
1
一
億
四
千
百
十
七
万
八
千

　
円
（
五
、
　
一
年
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
消

費
的
経
費
は
二
億
五
千
八
百
十
二
万
円

の
増
加
（
増
加
率
二
十
一
、
五
響
）
で

そ
の
な
か
で
特
に
扶
助
費
の
増
（
増
加

率
（
五
十
五
、
七
響
）
が
め
だ
っ
て
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
い
ち
じ
る
し
い
伸

び
を
し
め
し
、
五
億
四
千
八
百
六
十
刀

円
の
増
加
（
増
加
率
九
十
、
○
響
）
。

こ
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
費
（
学
校
、

表算決入
、

地方譲与税31，092千円
自動車取得税交付金21．64ア千円
交通安全対策特別交付金　4．04ア千円

礎環わ及び手数料8．178千円
　　　　寄　　　 訂寸　　　金　　 1．450千円

＼馨窪茎1：lll季禺

般会計　歳
　　分担金及び負挺金
　　52，643エF『　　1．9ノ＝

諸撰入
95．448」「二P『

財産収ノ、　34ワび
56，19ア；＝；『

　　20‘・　　や、
勝

道
路
、
橋
な
ど
）
が
大
幅
に
増
加
し
た

の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
は
、
二
千
六
百
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
土
地
開
発
基

金
へ
の
繰
出
金
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。　

こ
の
よ
う
に
投
資
的
経
費
が
伸
び
た

と
い
う
こ
と
は
、
積
極
的
な
建
設
事
業

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ

だ
け
私
た
ち
の
生
活
環
境
が
よ
く
な
り

市
民
福
祉
が
増
進
さ
れ
た
と
い
え
ま
し

よ
う
。

　
つ
ぎ
に
性
質
別
経
費
の
人
口
一
人
当

り
、
一
世
帯
当
り
の
状
況
は
、
つ
ぎ
の

表
の
と
お
り
で
す
。

．
ぞ
審
滋

ノ
誘
ソ
．
シ

性質別経費市民1人当り及び1世帯当り状況

＼＼　　　　1　　　　47

区分＼＼［人当ジ、世祖り
鋸劇烈ll：，。扶助費　：　　8，511i　　30，2補助費等1　　1，945　　　6，911建設事業費　：　　23，0831　　82，00公債費：　・周　・・そ　の　他　　　　1，259；　　4，4

計　　　1　　54，946ト　195，20

央算表
公債費
1G8．518「＝Fエ｝3．9し　1

、撫

※
特
別
会
計

　
特
別
会
計
の
総
決
算
額
は
五
億
八
千

四
十
九
万
九
千
七
百
五
十
三
円
の
歳
入

に
対
し
、
歳
出
五
億
四
千
百
十
一
万
九

千
四
百
四
十
二
円
。
差
し
引
き
三
千
九

百
三
十
八
万
三
百
十
一
円
は
四
十
八
年

度
各
特
別
会
計
へ
。

※
　
公
営
住
宅
事
業
会
計

　
歳
入
1
1
一
億
二
千
五
百
七
十
七
万
円

　
歳
出
1
1
一
億
二
千
四
百
六
十
万
円

※
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

　
歳
入
目
三
千
百
九
十
八
万
円

掬蔀塞出1罪市　債
345，700千円

　　　12．4∵

：也方交イ寸辱益

602ア63千円

　　　21．7％．

Σ．壺支二金

　655、762千Fエ≡

　　　　　23．6・＝ろ

出歳般会計
　　災害復1山事菜費
　　　24．140＝；二円　　一

　　　　〇．9うち

夫菜対夷事業費
50．826∠手P弓

　　187門

亭の’抑

消
授

、ヰ費　　、

20．057千円

　　「26．1c6）

ノ
　
ア

　
　
　
帥
、

　
　
　
　
　
経

費

歳出総額
2，756，736千円

　
　
　
　
　
経

青
、

　
　
的

普通浬設

事業費
1．083，174

　　千円
：39．3｛｝ら・

灘灘・
1千円　冊
、4．7ラ5）　（6．6り乞．

費　扶助費
　426、999千円

　　l15．5γ貸

費

昭和47年度市税の税目別収入状況

その他338千円

　水利280千円

　水引　58千円

固

定

資

　
歳
出
ほ
二
千
三
百
三
十
一
万
円

※
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

　
歳
入
一
1
五
千
二
百
十
三
万
円

　
歳
出
1
1
四
千
四
百
六
十
三
万
円

※
と
畜
場
事
業
会
計

　
歳
入
1
1
七
十
八
万
円

　
歳
出
“
七
十
一
万
円

※
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　
歳
入
⊥
二
億
四
千
三
百
九
十
五
万
円

　
歳
出
1
1
三
億
二
千
三
百
三
十
一
万
円

※
農
業
共
済
事
業
会
計

　
歳
入
1
1
二
千
五
百
八
十
九
万
円

　
歳
出
“
二
千
四
百
五
十
六
万
円

産
　
税

純固定1

資産税
．381．36ε

　千円

ノ

軽自重力車穫

18．619千円

　f2．5％：

　　　ダム
　　　’ぎ繋

3餅
市税収入総額
759，446千円テ鋤

市

交付金・納付金
　12．024千円

　　個人税、
　　18903
税
　　　　千円
206．296

＼千円

民

副鞭11，9・

昭和48年10月号広報ひゆうが5

　
代
金
の
支
払
い
を
分
割
払
い
と
す
る

い
わ
ゆ
る
月
賦
販
売
は
、
比
較
的
高
価

な
品
物
を
買
い
求
め
や
す
く
す
る
方
法

と
し
て
、
急
速
に
普
及
し
て
き
ま
し
た

　
ひ
と
く
ち
に
月
賦
販
売
と
い
っ
て
も

そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
通
常

は
買
主
が
代
金
の
一
部
を
頭
金
と
し

て
支
払
う
の
と
引
替
え
に
、
売
主
が
買

主
に
売
買
の
目
的
物
を
引
き
渡
し
、
残

り
の
代
金
は
約
束
の
回
数
に
分
割
し
て

毎
月
支
払
う
と
い
う
方
法
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
も
っ
と
も
、
買
主
が
最
初
に
頭

金
を
支
払
う
か
わ
り
に
、
目
的
物
の
引

渡
し
前
に
買
主
が
一
定
額
ま
で
毎
月
積

立
て
を
行
な
う
方
式
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
方
法
で
も
、
残
り
の
代
金

は
目
的
物
の
引
渡
し
後
に
分
割
し
て
支

払
う
の
が
普
通
で
す
か
ら
、
基
本
的
に

は
通
常
の
月
賦
販
売
と
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
売
主
に
代
金
と
し
て
支

払
う
お
金
を
、
買
主
が
銀
行
な
ど
の
金

融
機
関
か
ら
借
り
受
け
、
こ
れ
を
月
々

返
済
し
て
い
く
ロ
ト
ン
と
い
う
方
式
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

広
い
意
味
で
は
月
賦
販
売
の
一
つ
と
考

え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ム
「
回
は
、
こ
の
う
ち
通
常
の
月
賦
販

売
に
つ
い
て
、
普
通
の
売
買
契
約
と
異

な
る
点
を
中
心
に
、
お
話
し
し
て
み
ま

し
よ
う
。

○
通
常
の
月
賦
販
売
で
は
、
代
金
の
支

払
い
が
済
ま
な
い
う
ち
に
、
目
的
物
が

売
主
か
ら
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
売
主
が
確
実
に
代
金
の
支

払
い
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
地

や
家
屋
な
ど
の
不
動
産
の
売
買
で
す
と

契
約
と
同
時
に
買
主
に
所
有
権
を
移
す

と
と
も
に
、
売
主
の
代
金
債
権
を
担
保

す
る
た
め
そ
の
不
動
産
に
抵
当
権
を
設

定
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
も
し

買
主
が
月
賦
金
を
約
束
ど
お
り
支
払
わ

な
い
と
、
売
主
は
、
そ
の
抵
当
権
を
実

行
し
て
目
的
物
で
あ
る
不
動
産
を
競
売

し
、
そ
の
代
金
の
中
か
ら
売
買
代
金
の

弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
家
具
と
か
電
気
器
具
と
か

の
よ
う
な
動
産
の
売
買
に
な
り
ま
す
と

不
動
産
の
売
買
の
場
合
の
よ
う
に
こ
れ

に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
代
金
の
支
払
い
を
確
保
す

る
た
め
、
支
払
い
が
全
部
済
む
ま
で
は

る
方
量
で
、
衣
服
、
家
具
、
家
庭
用
電

気
器
具
、
自
動
車
な
ど
を
買
い
受
け
た

人
が
、
月
賦
金
の
支
払
い
を
怠
っ
た
と

き
の
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
買
主
が
約
束
の
月
賦
金
を
支
払
わ
な

い
と
き
に
、
売
主
が
契
約
を
解
除
し
て

買
主
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る

こ
と
は
、
普
通
の
売
買
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
解
除
の
方
法
や
損
害
賠

償
の
額
は
、
原
則
と
し
て
月
賦
販
売
契

約
の
内
容
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
回
で
も
月
賦
金
の
支
払

い
を
怠
れ
ば
、
支
払
い
の
催
告
も
せ
ず

に
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
売

主
が
解
除
の
意
思
を
表
明
し
な
い
で
も

≡
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の
品
物
の
所
有
権
は
買
主
に
移
ら
な
ﾐ

と
い
う
約
束
で
売
買
す
る
方
法
が
と
ﾐ

れ
る
の
が
通
常
で
す
。
こ
の
場
合
は
ﾐ

賦
金
の
支
払
い
が
完
全
に
終
わ
る
ま
ﾐ

は
、
目
的
物
は
買
主
の
も
の
に
な
り
ﾐ

せ
ん
か
ら
、
買
主
は
自
由
に
こ
れ
を
ﾐ

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
買
主
ﾐ

ち
ょ
う
ど
、
売
主
の
物
を
借
り
て
使
ﾐ

し
て
い
る
者
と
同
じ
立
場
に
あ
る
と
ﾐ

え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
ﾐ

主
が
か
っ
て
に
こ
れ
を
他
に
売
っ
た
ﾐ

質
入
れ
し
た
り
す
る
と
、
売
主
の
も
ﾐ

を
横
領
し
た
と
し
て
、
罪
に
問
わ
れ
ﾐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ﾐ

つ
ぎ
に
、
売
主
に
所
有
権
を
留
保
す
ﾐ

然
に
契
約
が
解
除
に
な
る
と
い
う
こ
ﾐ

で
は
、
一
般
の
消
費
者
に
と
っ
て
は
ﾐ

酷
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ﾐ

和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
「
割
賦
ﾐ

売
法
」
は
、
買
主
が
割
賦
金
の
支
払
ﾐ

を
怠
っ
て
も
、
売
主
は
、
ま
ず
二
十
ﾐ

以
上
の
相
当
な
期
間
を
定
め
て
書
面
ﾐ

そ
の
支
払
い
を
催
告
し
、
そ
の
期
間
ﾐ

に
支
払
い
が
な
か
っ
た
場
合
で
な
い
ﾐ

ぎ
り
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
は
で
ﾐ

な
い
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
反
す
る
解
ﾐ

の
方
法
を
約
束
し
て
も
、
そ
れ
に
は
ﾐ

束
さ
れ
な
い
も
の
と
定
め
て
い
ま
す
ﾐ

つ
ぎ
に
、
損
害
賠
償
の
額
で
す
が
、
ﾐ

来
の
月
賦
販
売
契
約
で
は
、
買
主
が
ﾐ

で
に
支
払
っ
た
月
賦
金
の
合
計
が
い
ﾐ

ら
高
額
で
も
、
こ
れ
を
買
主
が
目
的
ﾐ

を
使
用
し
た
使
用
料
ま
た
は
損
料
と
ﾐ

て
、
売
主
が
没
収
す
る
と
い
う
よ
う
ﾐ

取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
か
ﾐ

た
よ
う
で
す
。
ﾐ

こ
の
よ
う
な
約
束
が
そ
の
ま
ま
効
力
ﾐ

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
ﾐ

主
は
目
的
物
を
売
主
に
返
還
し
な
け
ﾐ

ば
な
ら
な
い
う
え
に
、
す
で
に
支
払
ﾐ

た
月
賦
金
は
売
主
か
ら
返
し
て
も
ら
ﾐ

な
い
こ
と
と
な
り
、
そ
の
額
い
か
ん
ﾐ

よ
っ
て
は
、
買
主
に
と
っ
て
き
わ
め
ﾐ

過
酷
な
こ
と
と
な
る
わ
け
で
す
。
ﾐ

「
割
賦
販
売
法
」
は
、
こ
の
よ
う
な
ﾐ

害
を
正
し
て
、
一
般
の
消
費
者
を
保
ﾐ

す
る
た
め
、
売
主
が
買
主
に
請
求
で
ﾐ

る
損
害
賠
償
の
額
を
制
限
し
て
い
ま
ﾐ

。
売
買
の
目
的
物
が
売
主
に
返
還
さ
ﾐ

た
場
各
に
は
、
契
約
の
内
容
で
ど
の
ﾐ

う
な
取
り
決
め
が
し
て
あ
っ
て
も
、
ﾐ

主
は
そ
の
物
の
通
常
の
使
用
料
の
額
ﾐ

そ
の
使
用
料
の
額
よ
り
も
目
的
物
の
ﾐ

下
が
り
の
額
が
大
き
い
と
き
は
、
そ
ﾐ

値
下
が
り
の
額
）
を
こ
え
る
損
害
賠
ﾐ

を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
ﾐ

定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
ﾐ

こ
の
よ
う
に
月
賦
販
売
に
つ
い
て
は
ﾐ

費
者
を
保
護
す
る
た
め
、
法
律
上
特
ﾐ

の
定
め
が
し
て
あ
り
ま
す
が
、
契
約
ﾐ

細
か
い
点
ま
で
は
法
律
に
も
定
め
が
ﾐ

り
ま
せ
ん
し
、
前
に
述
べ
た
ロ
ー
ン
ﾐ

土
地
家
屋
の
月
賦
販
売
に
は
、
消
費
ﾐ

保
護
の
法
律
は
ま
だ
で
き
て
お
b
ま
ﾐ

ん
。
分
割
払
い
で
高
価
な
品
物
を
買
ﾐ

う
と
す
る
と
き
は
、
計
画
を
し
っ
か
ﾐ

立
て
、
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
見
た
ﾐ

え
で
買
う
と
い
う
心
噺
え
が
た
い
せ
ﾐ

で
す
。
ﾐ

猟
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ﾐ

銃
の
保
管
は
厳
重
に
ﾐ

十
一
月
一
日
か
ら
来
年
の
二
月
十
五
ﾐ

ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
ﾐ

毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
新
聞
の
社
ﾐ

面
に
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
ﾐ

銃
が
暴
発
し
て
…
」
と
か
「
誤
っ
て
ﾐ

き
金
を
引
い
て
…
」
と
い
っ
た
猟
銃
ﾐ

よ
る
事
故
の
記
事
が
載
り
ま
す
。
ﾐ

そ
こ
で
、
と
く
に
ハ
ン
タ
ー
の
か
た
ﾐ

た
に
お
ね
が
い
し
て
お
き
た
い
こ
と
ﾐ

、
こ
う
い
つ
た
事
故
を
起
こ
さ
な
い
ﾐ

う
に
、
猟
銃
の
保
持
。
保
管
は
し
っ
ﾐ

り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
ﾐ

で
す
。
　
「
つ
い
う
っ
か
り
…
」
な
ど
ﾐ

い
う
言
い
わ
け
は
絶
対
に
通
用
し
な
ﾐ

と
覚
悟
し
て
、
間
違
っ
て
も
禁
漁
区
ﾐ

人
家
の
近
く
で
は
、
安
全
ケ
ー
ス
か
ﾐ

出
し
て
持
ち
歩
か
な
い
で
く
だ
さ
い
ﾐ

無
資
格
の
し
ろ
う
と
や
子
ど
も
が
、
ﾐ

じ
よ
う
に
扱
っ
た
り
、
お
も
し
ろ
半
ﾐ

に
引
き
金
を
引
い
た
ら
ど
ん
な
結
果
ﾐ

生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
か
り
間
ﾐ

え
ば
凶
器
に
す
ら
な
る
猟
銃
の
管
理
ﾐ

は
念
を
入
れ
て
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
ﾐ

た
い
も
の
で
す
。
ﾐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
ﾐ

猟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
ﾐ

　
　
　
　
　
　
θ
ﾐ

ー
ズ
ン
ﾐ

る
ﾐ

ﾐ

響
ﾐ
ﾐの

管
理
は
ﾐ

重
に
し
ま
ﾐ

よ
う
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富
中
で

　
交
通
安
全
作
文
発
表
会

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

九
月
二
十
五
日
、
富
島
中
学
校
で
第
一

回
交
通
安
全
作
文
発
表
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
同
校
生
徒

会
が
自
主
的
に
実
施
し
た
も
の
で
、
生

徒
全
員
が
交
通
安
全
あ
る
い
は
交
通
事

故
の
恐
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
作
文
を
書

き
、
そ
の
内
の
十
六
点
を
生
徒
会
に
よ

っ
て
選
び
、
こ
の
日
体
育
館
で
発
表
会

を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

市
代
表
に
富
高
チ
ー
ム

　
県
婦
連
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
日
向

地
区
予
選
は
、
十
月
一
日
午
後
七
時
か

ら
財
光
寺
小
体
育
館
で
富
高
、
細
島
、

美
々
津
・
幸
脇
連
合
の
三
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
結
果
、

富
国
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
優
勝

し
た
富
高
チ
ー
ム
は
旧
富
高
小
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
。
富
高
チ
ー

ム
は
十
月
十
五
日
の
県
大
会
に
日
向
市

の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

原
町
警
察
官
派
出
所
起
工

麟
響
辮
灘
勲
隷
懸
鍮
潤
ド
饗
礎
《
汐
謬
ご
ア

　
　
　
　
母
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
「
体
育
の
日
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
「
母
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
が
、
十
月
十
三
日
、
日
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
「
じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
は
三
コ
口
か
ら
」
と

い
う
こ
と
で
、
当
日
は
三
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親

を
対
象
に
、
県
の
教
育
指
導
主
事
が
手
軽
に
で
き
る
体
操
の
指
導
を

し
た
も
の
で
す
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
母
と
子
は
汗
だ
く
に

な
っ
て
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
国
道
十
号
線
お
よ
び
沿
線
の
交
通
事

故
の
防
止
、
各
種
犯
罪
の
防
止
等
を
、

よ
り
一
段
と
効
率
的
に
行
な
う
目
的
で

か
ね
て
よ
り
懸
案
中
で
し
た
原
町
警
察

官
派
出
所
が
塩
見
大
橋
北
詰
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
起
工
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
派
出
所
に

は
四
人
の
警
察
官
が
常
駐
し
ま
す
。
ま

た
細
島
臨
港
派
出
所
も
す
で
に
建
設
申

で
、
い
ず
れ
も
完
成
は
十
一
月
中
旬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擢

市
総
合
文
化
祭
幕
あ
け

各
会
場
で
の
日
程
決
ま
る

　
第
九
回
日
向
市
総
合
文
化
祭
は
、
十

一
月
三
日
の
文
化
の
日
を
申
心
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

文
化
部
門

☆
十
一
月
二
日
～
四
日
聞
華
道
展
・
書

　
道
展
・
美
術
展
・
写
真
展
・
俳
句
展

　
短
歌
展
・
民
芸
展
・
切
手
展
・
デ
ィ

　
ス
カ
バ
ー
展
（
勤
労
青
少
年
体
育
セ

　
ン
タ
ー
）

☆
十
一
月
一
一
日
～
四
日
”
菊
花
展
（
市

　
役
所
前
広
場
）

☆
十
一
月
四
日
”
茶
道
展
（
勤
労
青
少

　
年
ホ
ー
ム
）

　
　
　
〃
　
　
1
一
謡
曲
大
会
（
能
沢
食

　
堂
）

☆
十
一
月
九
貝
～
十
一
日
睦
ら
ん
、
お

　
も
と
展
（
ま
る
み
や
し
ょ
う
ゆ
）

☆
十
一
月
十
日
1
1
短
歌
大
会
（
勤
労
青

　
少
年
ホ
ー
ム
）

　
　
　
〃
　
　
　
民
謡
民
舞
大
会
（
勤

　
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
）

☆
十
一
月
十
一
日
醤
三
曲
大
会
（
聾
心

　
体
育
館
）

　
　
　
〃
　
　
　
臼
俳
句
大
会
（
南
日

向
公
民
館
）

☆
十
一
月
十
八
日
一
1
囲
碁
大
会
（
囲
碁

　
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
〃
　
　
　
悶
日
舞
藤
間
流
発
表

　
会
（
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
）

体
育
部
門

☆
十
月
七
日
～
十
一
月
三
日
”
軟
式
野

　
球
（
お
倉
が
浜
、
日
向
中
、
宮
崎
合

　
繊
）

☆
十
月
二
十
八
日
睡
ラ
グ
ビ
ー
（
富
島

　
高
等
学
校
）

　
　
　
〃
　
　
　
目
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（

　
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
↓

☆
十
一
月
三
日
一
1
弓
道
（
富
島
高
等
学

　
校
）

　
　
　
〃
　
　
闘
剣
道
（
市
武
道
館
）

　
　
　
〃
　
　
一
1
柔
道
（
　
〃
　
　
）

　
　
　
〃
　
　
一
射
撃
（
未
定
）

☆
十
一
月
三
日
～
四
日
闘
サ
ッ
カ
ー
（

　
富
島
中
学
校
）

　
　
　
〃
　
　
団
軟
式
庭
球
へ
富
島
高

　
等
学
校
）

☆
十
一
月
四
日
1
1
空
手
（
市
武
道
館
）

☆
十
一
月
十
一
日
H
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（

　
お
倉
が
浜
運
動
公
園
）

　
　
　
〃
　
　
　
脾
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　
ル
（
日
向
中
）

☆
十
一
月
中
旬
開
テ
ニ
ス
（
日
向
製
錬

　
所
）

☆
十
一
月
十
八
日
“
山
岳
（
米
の
山
）

☆
十
一
月
二
十
一
日
謄
相
撲
〔
財
光
寺

　
五
十
猛
神
社
）

☆
十
一
月
二
十
四
日
～
一
一
十
五
日
け

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
勤
労
青
年
体
育
セ

　
ン
タ
ー
）

☆
十
一
一
月
二
日
1
1
舞
踊
（
　
〃
　
　
）

9

ノ

昭和48年10月号い広報ひゆうが7

お
か
あ
さ
ん
ま
つ
り
大
会

十
一
月
三
日
に
開
催

　
〃
明
る
い
日
向
市
の
建
設
を
母
親
の

手
で
〃
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
と
し
も

「
第
三
回
日
向
市
お
か
あ
さ
ん
の
ま
つ

り
大
会
」
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
こ
ん
ど
の
大
会
に
は
、
本
年
四
月
に

開
校
し
た
大
王
谷
小
学
校
の
校
区
が
新

し
く
加
わ
り
、
参
加
校
区
は
全
部
で
九

校
区
と
な
り
ま
す
。

　
市
内
の
お
か
あ
さ
ん
が
た
は
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
1
1
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」

▽
と
こ
ろ
1
1
お
倉
が
浜
運
動
公
園

▽
団
編
成

　
　
○
富
高
校
区
～
椎

　
　
○
細
島
校
区
～
桃

　
　
○
塩
見
校
区
、
2
茶

　
　
○
平
岩
校
区
～
白

　
○
財
光
寺
校
区
～
紫

　
0
日
豊
屋
校
区
～
赤

　
○
幸
脇
校
区
～
青

　
0
美
々
津
校
区
～
緑

　
○
大
王
谷
校
区
～
黄

（
参
考
）
昨
年
の
優
勝
は
財
光
寺
校
区

　
　
　
で
し
た
。

青
年
祭
は
十
一
月
四
日

お
倉
が
浜
運
動
公
園
で

　
勤
労
青
年
の
手
で
、
住
み
よ
い
郷
土

社
会
を
建
設
し
よ
う
一
と
い
う
目
的
で

「
第
四
回
日
向
市
青
年
祭
」
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
各
サ
ー
ク
ル
の
加
入
青
年
を

は
じ
め
、
一
般
の
勤
労
青
年
の
自
由
参

加
を
歓
迎
し
ま
す
。

▽
と
き
1
1
十
一
月
四
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
1
1
お
倉
が
浜
運
動
公
園

▽
団
編
成

　
　
○
遠
望
～
美
々
津
、
幸
脇
、
平
岩

　
　
○
白
団
～
財
光
寺
、
塩
見
、

　
　
○
青
団
～
富
高

　
　
○
黄
団
～
細
島
、
日
知
屋

　
　
　
　
文
　
化
講
演
　
会

▽
と
　
き
～
十
一
月
七
日
（
水
）
午
後
七
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
～
日
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
演
　
題
～
「
わ
た
し
の
見
た
有
名
人
」

▽
講
　
師
～
青
　
木
　
　
　
日
立
　
先
　
生
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
（
略
歴
）
○
申
央
公
論
社
編
集
部
次
長
　
　
○
世
界
評
論
社
編
集
長
　
　
　
…

　
○
東
京
大
学
文
学
部
講
師
　
　
　
　
　
　
　
○
明
治
大
学
文
学
部
講
師
　
　
…
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日
向
市
下
水
道

促
進
旬
間
中
に
、

募
集
し
た
標
語
、

作
文
の
応
募
作
品

に
つ
い
て
審
査
し

た
結
果
、
つ
ぎ
の

作
品
が
入
選
作
と

決
ま
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
十

月
五
日
に
市
青
少

年
ホ
ー
ム
A
瓜
咄
議
室

で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
（
標
語
の
部
）

ω
幼
年
、
小
学
生
の
部
（
応
募
作
品
は

七
十
八
編
）

　
▽
最
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
み
え
な
い

　
　
　
　
と
こ
ろ
の
ガ
ン
バ
リ
ヤ
」

　
　
　
　
財
小
四
年
那
須
昭
雄
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
み
ん
な
で

　
　
　
　
守
る
よ
い
環
境
」

　
　
　
　
　
日
小
六
年
稲
田
宏
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
導
く

　
　
　
　
未
来
に
手
を
延
ば
す
」

　
　
　
　
富
小
六
年
瀬
口
博
隆
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
は
や
く

　
　
　
　
よ
く
な
れ
み
ん
な
の
願
い
」

　
　
　
　
富
小
六
年
山
田
忠
徳
さ
ん

ω
中
学
、
高
校
生
の
部
（
応
募
作
品
は

六
十
一
二
編
）

　
▽
最
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
の
び
て

　
　
　
　
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
岩
中
一
年
八
反
地
悟
さ
ん

▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
ひ
ら
く

　
　
　
　
わ
が
町
わ
が
郷
土
」

　
　
　
　
　
岩
申
二
年
矢
野
義
子
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
住
み
よ
い

　
　
　
　
町
の
も
と
づ
く
り
」

　
　
　
　
岩
中
二
年
児
玉
祐
一
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
開
け
ゆ
く

　
　
　
　
わ
が
町
つ
く
る
下
水
道
」

　
　
　
　
　
岩
中
二
年
那
波
由
美
さ
ん

㈲
一
般
の
部
（
応
募
作
品
は
百
二
十
八

編
）　

▽
最
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道

　
　
　
　
は
さ
ん
で
笑
顔
の
両
隣
り
」

　
　
　
　
　
都
町
　
山
塚
幸
子
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
環
境
の
保
全
を

　
　
　
　
託
す
下
水
道
」

　
　
　
　
　
笹
野
東
　
永
翁
幸
生
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
伸
び
る

　
　
　
　
よ
い
国
豊
か
な
暮
ら
し
」

　
　
　
　
　
堀
一
方
河
野
通
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
つ
く
る

　
　
　
　
郷
土
に
明
る
い
未
来
」

　
　
　
　
　
美
砂
　
小
林
和
代
さ
ん

　
（
作
文
の
部
）

ω
小
学
生
の
部
（
応
募
数
三
十
七
編
）

　
▽
最
優
秀
賞

　
　
「
生
活
と
水
道
」

　
　
　
　
平
小
六
年
児
玉
満
彦
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
」

　
　
　
　
三
三
四
年
那
須
昭
雄
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
も
っ
と
整
備
の
と
ど
い
た
下
水

　
　
道
を
」

　
　
　
　
富
小
六
年
兼
藤
清
子
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
」

　
　
　
　
平
小
六
年
一
瀬
友
宏
さ
ん

働
中
学
、
高
校
生
の
部
（
八
編
）

▽
最
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
に
つ
い
て
」

　
　
　
岩
中
二
年
守
部
る
み
子
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
富
中
三
年
椎
葉
恵
子
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
私
の
考
え
る
下
水
道
」

　
　
　
　
　
日
中
三
年
那
須
健
一
さ
ん

　
▽
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
と
私
達
の
生
活
」

　
　
　
　
岩
中
二
年
矢
野
義
子
さ
ん

近
よ
る
と
危
険
〃

　
日
豊
線
に

　
　
　
　
二
万
ボ
ル
ト
放
電
「

　
日
豊
線
電
化
工
事
も
ほ
ぼ
完
成
し

い
よ
い
よ
十
一
月
一
日
か
ら
二
万
ボ

ル
ト
の
特
別
高
圧
の
電
気
を
通
し
て
㎝

試
験
を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
「

　
電
線
の
近
く
で
の
作
業
や
子
ど
も

の
遊
び
は
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
向
市
駅
）
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　　誓

蒸せ

漁
家
の
み
な
さ
ん

漁
業
統
計
調
査
に
三
聖
を

　
十
一
月
一
日
現
在
で
、
漁
家
の
み
な

さ
ん
な
ど
を
対
象
に
漁
業
セ
ン
サ
ス
の

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
．

　
調
査
員
が
聞
き
と
り
で
調
査
し
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

難
生
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
投
与
を
行
な
い
ま
す

　
市
で
は
、
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
者
の
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
か

ら
だ
の
調
子
の
よ
い
と
き
に
、
も
よ
り

の
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
十
月
か
ら
三
種
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
）
の
予

防
接
種
を
実
施
中
で
す
が
、
生
ワ
ク
を

受
け
る
前
後
三
～
四
週
間
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一、

Y
当
者

　
　
昭
稲
四
十
七
年
五
月
一
日
か
ら

　
　
昭
和
四
十
八
年
七
月
三
十
一
日

　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
。

二
、
場
所
お
よ
び
日
時

　
▽
十
一
月
七
日
（
午
後
二
時
～
三
時

）
1
一
細
島
支
所
、
▽
十
一
月
十
三
日
（

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
）
一
1
市
役
所

▽
十
一
月
十
四
日
（
午
後
二
時
～
三
時

）
1
1
江
良
公
民
館
、
▽
十
一
月
十
五
日

（
午
後
二
時
～
三
時
）
随
三
股
病
院
、

▽
十
一
月
十
六
日
（
午
後
二
時
～
三
時

）
1
一
渡
辺
病
院
、
▽
十
一
月
二
十
日
（

年
後
一
時
三
十
分
～
三
時
）
1
1
市
役
所
、

▽
十
一
月
二
十
一
日
（
午
後
二
時
～
三

時
）
阿
松
原
公
民
館
、
▽
十
一
月
二
十

二
日
（
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
）
1
1
市

役
所
、
▽
十
一
月
二
十
七
日
（
年
後
一

時
三
十
分
～
三
時
）
1
1
市
役
所
、
▽
十

一
月
二
十
九
日
（
午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
）
H
市
役
所
、

県
民
手
帳
を
ど
う
ぞ

　
市
で
は
、
一
九
七
四
年
版
の
県
民
手

帳
（
百
八
十
円
）
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

　
希
望
者
は
、
市
企
画
課
（
二
階
）
へ

十
一
月
未
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
代
金
は
後
日
現
品
と
引
き
か
え

で
す
。豊

か
な
住
み
よ
い

　
町
を
つ
く
る
郵
便
貯
金

　
み
な
さ
ん
か
ら
身
近
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
郵
便
貯
金
は
、
っ
も
り
っ

も
っ
て
十
四
兆
円
と
い
う
大
き
な
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
郵
便
貯
金
は
、
日
常
の
経
済
生
活
の

安
定
と
豊
か
な
財
産
づ
く
り
の
お
手
つ

だ
い
を
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
か

ら
預
け
ら
れ
た
お
金
は
、
国
の
財
政
投

融
資
の
大
き
な
資
金
と
し
て
、
み
な
さ

ん
の
く
ら
し
に
関
係
の
深
い
住
宅
、
病

院
、
学
校
の
建
設
、
公
害
防
止
、
公
園

緑
地
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
上
下
水

道
、
清
掃
施
設
の
拡
充
整
備
、
農
林
漁

業
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
な
ど
に
運
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
郵
便
貯
金
は
、
み
な
さ

ん
に
貯
蓄
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
社
会
全
体
の
福
祉
の

向
上
と
経
済
の
発
展
に
大
へ
ん
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
豊
か
な
く

ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便

貯
金
の
奨
励
運
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
び
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

優
良
従
業
員
は
い
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
こ
と
し
も
十
一
月
二
十
三

日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
に
、
市
内
の
中

小
企
業
に
従
事
し
て
い
る
従
業
員
の
み

な
さ
ん
の
勤
労
意
欲
の
高
揚
と
定
定
性

を
高
め
、
資
的
向
上
を
図
る
目
的
で
、

「
第
九
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
」
を
行

な
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
今
月
の
二
十
七
日
（
土
）

ま
で
に
市
商
工
水
産
課
ま
で
お
し
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
表
彰
の
対
象
と
な
る
従
業
員
の
範
囲

は
、
市
内
の
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
人

（
農
林
水
産
業
に
従
事
す
る
人
は
除
く

）
で

▽
市
内
の
同
一
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

　
で
、
女
子
は
満
七
年
以
上
、
男
子
は

　
満
九
年
以
上
の
人
。

▽
事
業
主
と
三
親
等
以
内
の
関
係
に
な

　
い
人
。

▽
過
去
に
お
い
て
、
日
向
市
長
ま
た
は

　
日
向
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
優
良
従

　
業
員
と
し
て
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と

　
の
な
い
人
。

　
手
軽
で
便
利
な

　
　
“
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ど
う
ぞ

　
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
〃
ロ
ン
ロ
ン
”
は

一
本
の
外
線
で
四
台
の
室
内
電
話
が
つ

け
ら
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
電
話
で
す

　
部
屋
数
の
多
い
ご
家
庭
に
、
二
階
が

あ
る
ご
家
庭
に
、
お
店
と
お
住
ま
い
が

い
っ
し
ょ
の
ご
家
庭
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
大
切
に
な
さ
る
ご
家
庭
な
ど
に
、

ピ
ッ
タ
リ
の
機
能
を
そ
な
え
た
ハ
イ
リ

ビ
ン
グ
時
代
の
電
話
で
す
、

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
の
料
金

　
。
一
セ
ッ
ト
（
電
話
機
三
台
）

　
　
　
債
券
八
万
円
。
凶
事
費
一
万
三

　
　
　
千
円
。
月
額
使
用
料
（
基
本
料

　
　
　
の
ほ
か
）
二
千
円
。

　
。
電
話
機
四
台

　
　
　
債
券
十
〒
刀
円
。
　
工
宙
甲
費
一
〒
刀
六

　
　
　
千
円
。
月
額
使
用
料
（
基
本
料

　
　
　
の
ほ
か
）
二
千
四
百
五
十
円
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

日
向
電
報
電
話
局
営
業
係
（
電
話
一
一
二

九
五
番
）
へ
。

今
月
は
悪
書
追
放

「
三
な
い
運
動
」
強
諺
月
間

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る

有
害
な
書
籍
、
雑
誌
に
よ
る
影
響
は
、

青
少
年
非
行
化
の
要
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
悪
影
響
を
な
く
し
、
有
害

な
環
境
か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
、
「

読
ま
な
い
」
「
見
せ
な
い
」
「
売
ら
な

い
」
の
「
三
な
い
」
を
合
い
こ
と
ば
に

「
悪
書
を
追
放
す
る
運
動
」
が
今
月
い

っ
ぱ
い
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
を
有
害
な
環
境
か
ら
守
る
た

め
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
積
極
的
に
実
践

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
運
動
を
通
じ
て

良
書
の
普
及
を
は
か
り
「
よ
い
本
を
読

む
運
動
」
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
ょ

う
。ω

青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る
図
書
、

　
出
版
物
を
青
少
年
に
読
ま
せ
な
い
。

ω
青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る
図
書
、

　
出
版
物
を
青
少
年
に
見
せ
な
い
。

㈲
青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る
図
書
、

　
出
版
物
を
青
少
年
に
売
ら
な
い
。

　
　
今
月
の
納
税

　
　
市
　
民
　
税
　
　
　
第
三
期

　
　
国
民
健
康
保
険
税
　
第
三
期

口㎜御伍物書∠人

　　　　（10月1日現在）

　男　23，930人　44人増

　女27，025人17人増

　計50，955人61人増

世帯数
　　　　14，443　　　16増
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